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JAバンク富山（富山県下14JAと農林中央金庫富山支店）では、農業と
地域社会に貢献するため、2025年度～2027年度JAバンク富山中期戦
略に基づき、地域密着型金融の推進に取り組んでおります。

2024年度の地域密着型金融の取組状況について、取りまとめましたの
で、ご報告いたします。

はじめに
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1-1 農業融資商品の適切な提供・開発
JAバンク富山は、各種プロパー農業資金を提供するとともに、農業近代化資金や日本政策金融
公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業経営と生活をサポートしております。

2025年3月末時点のJAバンク富山の農業関係資金残高は（注1）約84億円、日本政策金融公庫
等の受託貸付金残高は（注2）約55億円取り扱っております。

特に農業近代化資金の取扱いにおいてはトップシェアを誇っております。

JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）

（注1）農業関係資金とは、農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり、
農業生産・農業経営に必要な資金や、農産物の生産・加工・流通に関係する事
業に必要な資金等が該当します。

（注2）JAバンク富山が農業者の窓口となり、日本政策金融公庫等の貸付金の受
託取扱いを行っています。受託貸付金残高には、JA転貸分を含みます。

【富山県の農業近代化資金取扱シェア】

(2024年12月末時点)出所：富山県
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（注）各数値において、百万円以下の端数については、四捨五入をしてお
り、合計値と異なる場合がございます。
（注1）その他農業には、複合経営で主たる業種が明確に位置づけられな
い者、農業サービス業、農業所得が従となる農業者等が含まれています。
（注2）農業関連団体等には、JAや全農とその子会社等が含まれています。

 

【営農類型別農業資金残高】 (単位:百万円)

JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）

【資金種類別農業資金残高】 (単位:百万円)

【農業資金の受託貸付金残高】(単位:百万円)

(注3)  プロパー農業資金とは、JAバンク富山原資の資金を融資しているものの
うち、 制度資金以外のものをいいます。
(注4)  農業制度資金は、①地方公共団体が直接的または間接的に融資するもの、
②地方公共団体が利子補給等を行うことでJAバンク富山が低利で融資するもの、
③日本政策金融公庫が融資するものがあり、ここでは①および③の転貸資金と
②を対象としています。
(注5)  その他制度資金には、農業経営改善促進資金(新スーパーS資金)や農業経
営負担軽減支援資金などが該当します。

(注6) JAバンク富山では、主にJAを窓口として、日本政策金融公庫資金の受託
貸付金を取り扱っています。



1-2 農業融資への利子補給の実施
JAバンク富山は、農業振興等に貢献するため、農業融資を対象に最大1％の利子補給を行
い、農業の担い手をサポートしております。
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JAバンク富山

最大１％利子補給

等

アグリマイティー資金

農機ハウスローン

農業近代化資金



2024年度は県内14JAで、1,101件/21百万円の利子補給を実施いたしました。
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JAバンク富山では、地域の農業者との関係を強化・振興するための体制整備に取り組
んでおります。

県内JAには、46名の「担い手金融リーダー（農業融資担当者）」が設置されており、
県内担い手からの農業融資に関する相談対応や、各種訪問・資金提案活動を実施してお
ります。

農林中央金庫富山支店では、JAサポート指導機能、農業法人等への融資相談機能を担
う部署を創設し、JAグループとしての金融仲介機能の拡充、強化に取組んでおります。

1-3 担い手のニーズに応えるための体制整備

JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）
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【具体的取組事例①：取組経緯と案件概要】

JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）

富山支店では、県内各JAの農業融資実績伸長およびその他県内農業者へ認知・普及すべ
き案件の推進に向け、様々な切り口からサポートに取組んでまいりました。

上記取組の一環として、富山支店では全農富山県本部が主催する「農機フェア」という農
業機械の展示会イベントに出展いたしました。2024年度においては、「県内農業者におけ
る将来的な設備投資計画・借入ニーズの捕捉および各JAへの情報共有」・「（株）フェイ
ガーが展開するカーボンクレジット案件の富山県内での認知度向上および見込先への推
進」を目的としたアンケートを作成し、来場者へ配布・記入いただきました。

【イベント当日に配布した近代化資金チラシ】 【イベント当日に来場者へ配布したアンケート】
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【具体的取組事例①：取組を通じて目指す効果】

JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）

アンケートから得られた将来的な借入ニーズにかかる情報については、アンケート回答者
の属性に応じ、各JAへ情報共有いたしました。訪問活動強化の有効資材として活用してい
ただくことを通じ、富山県域での農業融資新規実行額実績の伸長ひいてはJAバンク富山と
しての県内農業融資シェアの更なる拡大を目指してまいります。

（株）フェイガーの展開するカーボンクレジット取組は、県内の約8割が水稲農家である
富山県域では、担い手の収益拡大に直結するソリューションの1つです。アンケート回答者
のうち、同社と連携しての見込先への推進等により、県内農業者の一層の収益向上・前向
きに農業経営に取組める担い手の増加を目指します。

【ブース出展の様子】

【（株）フェイガーご担当者による
カーボンクレジット案件の説明対応】
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【具体的取組事例①：取組成果および来場者からのリアクション】

JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）

アンケート回答者（農業者）からは、「直近1年以内に借入予定があるが、資金説明等を
伺う中で、近くのJAへ借入相談したいと感じた。」等、好意的なリアクションをいただく
ことができました。

また、（株）フェイガーの上記取組については、「この高温下で中干延長に取組むことは
難しいが、収益向上に向け中長期的に取組検討したい。」といった好意的なリアクション
をいただけた一方で、「中干期間をこれまで以上に延長した場合、収量低下リスクがある
ことから、取組は難しい。」等懐疑的なお声もありました。

【イベント当日における各農機メーカー出展ブースの様子】
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1-4 JA内事業間連携の強化
JAバンク富山では、農業者の多様なニーズにJAグループ全体をあげて応えるべく、これまで
以上にJA内事業間連携の強化に取り組んでいます。

【具体的取組事例】
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2.担い手の経営のライフステージに応じた支援
2-1 新規就農者の支援
2-2 生産者と消費者をつなげる場の設定
2-3 災害等の被害を受けた方への支援
2-4 経営不振農業者の経営改善支援



【2024年度 新規就農者を支援する資金の融資実績】 （単位：件、百万円）

※青年等就農資金とは、2014年度に取扱いとなった日本政策金融公庫資金(就農支援資金は青年等就農資金取扱いにより廃止)。
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2-1 新規就農者の支援
JAバンク富山では、新規就農者の経営規模拡大および経営安定化をサポートするため、
青年等就農資金の取扱いを行っております。
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【県下JA新規就農者サポート事例】

県下JAでは、新規就農者の経営をサポートするため、各種資金の融通、補助金
の受給申込サポート等を行っております。



【イベント等開催状況】
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2-2 生産者と消費者をつなげる場の設定
JAバンク富山では、生産者と消費者をつなげる様々な交流イベントを開催し、好評を
いただきました。



【2024年度 取組事例】 （単位：千円）
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2-3 災害等の被害を受けた方への支援
JAバンク富山では、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた農業者や資材・物価高
により影響を受けた担い手を支援するため、災害対策資金の創設や利子補給・保証料助成
制度活用等により資金融通・償還条件の緩和を実施いたしました。



【2024年度 農業者の経営改善支援等の取組み実績(注1)】 （単位：先数・％）

（注１）農業所得が主となる農業者を対象として、JAの事業年度で集計しています。
（注２）経営改善支援取組先とは、JAが条件緩和や再生計画の策定など経営改善支援に取り組んでいる先をいいます。
（注３）期末に債務者区分がランクアップした先とは、期末の債務者区分が期初よりランクアップした先をいいます。
（注４）期末に債務者区分が変化しなかった先とは、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先をいいます。
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2-4 経営不振農業者の経営改善支援
JAバンク富山では、負債整理資金の対応等にあたり再生計画の策定支援や経営指導など、

農業者の経営改善支援に取り組んでいます。
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3.経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した
資金供給手法の提供
3-1 負債整理資金による経営支援



【2024年度 負債整理資金貸出実績】 (単位：百万円）

（注１）大家畜・養豚特別支援資金は、過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金であり、
JAなどの融資機関において取り扱っています。
（注２）農業経営負担軽減支援資金は、営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための制度資金
であり、JAなどの融資機関において取り扱っています。
（注３）その他は、県独自の制度資金や、制度資金以外のプロパー資金（要綱資金、独自資金）による借換え資金な
どが該当します。

20JAバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（2024年度）

3-1 負債整理資金による経営支援
JAバンク富山では、農業者の債務償還負担を軽減し、経営再建を支援するため、負債整
理資金を取り扱っています。
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4.農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等
地域育成への貢献
4-1 食・農への理解促進
4-2 農山漁村等地域育成への貢献
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4-1 食・農への理解促進
JAバンク富山は、小学生の農業に対する全般的な理解促進を図るため、「JAバンク食農
教育応援事業」の一環として、農業に関する教材「農業とわたしたちのくらし」配布や農
業体験学習の受入れ等に取り組んでおります。
教材「農業とわたしたちのくらし」は、JAバンク富山を通じて、2024年度には県下の国
公立小学校・義務教育学校および特別支援学校計187校へ9,415冊を配布し、各教育機関
の授業等において活用されています。

【児童用】 【教師用】
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4-1 食・農への理解促進
私たちの生活を維持・発展させてゆくために欠かせない「食」とそれを生み出す農業の
概要、農業を取り巻く環境および安定した農産物の供給に向けた流通や農産物価格の決め
方等について多面的に学習してもらうことで、小学生のうちから農業全般に対する理解を
多面的に広げていくことを目指します。

【教材本贈呈式の様子】
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4-2 農山漁村等地域育成への貢献
県下JAでは、講演会・セミナー等の開催、地域貢献活動などの幅広い実践活動に取り組
んでいます。

【地域貢献活動内容】
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